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研究成果の概要 

 

本研究では、AI遍在社会を支え得るメッセージング基盤の実現を目指し、特に多様なデバイス

とアプリケーションの水平連携を可能とする透過的かつ多様な性能要件に応えるメッセージング技

術の確立を狙っている。本年度は主に、メッセージブローカのヘテロデータに対する性能特性分

析、複数ブローカを用いた負荷分散の検討、ネットワーク内におけるメッセージング処理の実機検

証環境構築等を進めた。 

多様なデバイスとアプリケーションの相互接続を図る場合、メッセージブローカにおけるヘテロな

データの扱いが問題となり得る。そこで、前年度に引き続き、MQTTブローカを対象としてヘテロデ

ータに対する性能特性の分析を行い、ヘテロデータを処理するメッセージブローカにおいてスモー

ルデータのレイテンシが受ける影響等を明らかにした。 

上記の分析結果を踏まえ、複数のブローカを用いて負荷分散を図る手法の検討を進めた。クラ

イアントの接続先ブローカ振り分けを担うディスパッチャを開発し、実機検証によって実際に負荷分

散が為されることを確認した。現時点ではブローカのリソース使用状況のみを考慮して振り分けを

行っており、今後、Publish メッセージのペイロードサイズを考慮した方式について検討・検証を進

めることを予定している。 

また、ネットワーク内におけるメッセージング処理について、実機 P4 スイッチによる検証環境の

構築を完了し、予備的な動作検証を実施した。今後、提案するネットワーク内処理手法の性能評

価実験を実施予定である。 

この他、防災やスマートシティの領域におけるユースケースの検討を進めた。また、本研究を通

して得られた知見を踏まえ、MQTTに関する解説記事を執筆し、学会誌に寄稿した。 
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